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江
戸
開
府
四
①
Ｏ
年
と
「江
戸
遺
跡
」
の
発
掘

特
別
調
査
専
習
貝
　
佐

　

藤

　

　

攻

慶
長
八

（
一
六
①
三
）
年
二
月
十
二
日
、

徳
川
家
康
が
後
陽

成
天
皇
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
補
任
さ
れ
、

江
戸
幕
府
が
開
か
れ

四
Ｏ
①
年
が
経
ち
ま
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
十

一
月

に
文
化
財
講
座

「
江
戸
遺
跡
か
ら
学
ぶ
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

江
戸
の
町
並
み
は
、

幕
府
が
開
か
れ
て
か
ら
急
速
に
整
備
が

進
め
ら
れ
、

特
に
江
戸
城
の
下
に
広
が
る
江
戸
湾
に
面
し
た
湿

地
帯
に
向
か

っ
て
大
規
模
な
土
地
造
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

港
区
汐
留
遺
跡

（旧
新
橋
停
車
場
跡
地
）
に
お
い
て
、

龍
野

藩
脇
坂
家

・
仙
台
藩
伊
達
家

・
会
津
藩
保
科
家
の
屋
敷
が
作
ら

れ
る
と
き
に
、

江
戸
前
島
の
湿
地
帯
に
大
量
の
杭
を
打
ち
込
み
、

板
材
や
し
が
ら
み
を
用
い
た
山
留
め
を
各
藩
ご
と
に
行

っ
て
土

地
造
成
を
し
た
こ
と
が
、

山
留
め
の
技
法
の
違
い
等
の
発
掘
調

査
の
成
果
に
よ

っ
て
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

千
代
田
区
外
神
田
四
丁
目
遺
跡

（旧
神
田
青
果
市
場

跡
地
）
で
、

武
家
屋
敷

・
町
人
屋
敷
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

埋
め
立
て
に
使
用
さ
れ
た
土
留
め
の
杭
や
し
が
ら
み
が
発
見
さ

れ
、

埋
め
立
て
ら
れ
た
土
砂
の
中
に
縄
文
時
代
の
貝
塚
の
貝
や

土
器
石
器
類
と
赤
土
が
多
量
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
が
幕

府
に
よ

っ
て
江
戸
川
を
東
流
さ
せ
隅
田
川
に
つ
な
ぐ
神
田
川
と

呼
ば
れ
る
水
路
を
神
田
山
を
開
削
し
た
土
砂
に
よ
り
、

駿
河
か

ら
徳
川
の
家
臣
団
を
移
住
さ
せ
る
屋
敷
地
の
造
成
を
行

っ
た
こ

と
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、

発
掘
調
査
に
よ

っ
て
徳
川
氏
の
江
戸
の
都
市

開
発
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

発
掘
の
デ
ー
タ
は
そ

れ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
と
も
、

本
セ
ン
タ
ー
は

「
江
戸
遺
跡
」
の
調
査
を
行
い
、

江
戸
遺
跡
研
究
の
中
核
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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一
　

一

八
王
子
市
陥
４‐３
遺
跡
は
、

多
摩
川
水
系

大
栗
川
の
中
流
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
跡
の
周
辺
に
は
、

和
同
開
弥
が
出
土

し
た
陥
７‐
遺
跡
や
、

古
代
の
木
製
食
器
が

大
量
に
出
上
し
た
陥
１０７
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、

多
摩
丘
陵
の
中
で
も
特
殊
な
遺
跡
の
多
い

地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

遺
跡
が
立
地
す
る
地
形
は
、

寺
沢
川
が

開
析
し
た
谷
の
戸
回
付
近
の
丘
陵
裾
部
の

緩
や
か
な
斜
面
地
で
す
。

遺
跡
の
調
査
は
、

す
で
に
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
陥
４３６
遺
跡
と

し
て
平
成
２
年
と
同
９
年
に
行
わ
れ
、

縄

文
時
代
、

古
代
、

中
世
、

近
世
の
遺
構

・

遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で

も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、

奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
数

棟
を
含
む
５０
軒
以
上
の
竪
穴
住
居
跡
が
発

見
さ
れ
、

比
較
的
大
き
な
集
落
遺
跡
で
あ

る
と
判
明
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、

(写真右)3号 住居跡カマ ド

1号住居跡の遺物出土状態
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出
土
遺
物
の
中
に
は
、

奈
良
時
代
に
都
で

使
わ
れ
て
い
た
二
彩
陶
器
な
ど
、

他
の
地

域
か
ら
搬
入
さ
れ
た
も
の
も
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、

前
回
の
平
成
２

●
９

年
に
行
わ
れ
た
調
査
地
点
に
挟
ま
れ
た
地

区
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

４
月
ま
で
の
調
査
で
は
、

竪
穴
住
居
８

軒
と
平
安
時
代
の
上
坑
１
基
、

縄
文
時
代

の
上
坑
１
基
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
竪
穴
住
居
跡
は
平
成
２

●
９
年
度
に

調
査
さ
れ
た
奈
良

・
平
安
時
代
の
集
落
跡

と
は

一
連
の
も
の
と
み
ら
れ
、

竪
穴
住
居

跡
の
軒
数
が
さ
ら
に
増
え
た
こ
と
と
な
り

ま
す
。

調
査
さ
れ
た
住
居
跡
は
、

近
世
以
降
の

耕
作
に
よ

っ
て
削
平
さ
れ
、

遺
存
状
態
が

悪
い
も
の
が
大
半
で
し
た
が
、

数
軒
の
竪

穴
住
居
跡

で

は
カ

マ
ド
や

床

の
状
態
が

良
好
に
残
さ

れ
て
い
ま
し

た
。そ

の
内
の

１
軒
の
カ
マ

ド
に
は
、

天

井
は
す
で
に

壊
れ
て
ま
し
た
が
、

煮
炊
き
用
の
甕
を
支

え
る
た
め
の
支
脚
と
呼
ば
れ
る
石
が
２
ケ

所
に
据
え
ら
れ
た
状
態
や
、

良
く
焼
け
た

壁
と
床
が
残
さ
れ
、

そ
の
使
用
の
状
況
を

よ
く
留
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
集
落
の
集
中
す
る
地
点
か
ら
や
や

離
れ
た
位
置
で
発
見
さ
れ
た
住
居
跡
で
は
、

一
部
が
平
成
１４
年
度
の
調
査
範

囲
外
の
た
め
平
成
１５
年
度
に
２
段
階
で
調

査
を
行
い
ま
し
た
が
、

住
居
内
に
多
く
の

遺
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
に

は
、
こ
の
時
代
の

一
般
的
な
土
師
器
や
須

恵
器
の
他
に
、

糸
を
紡
ぐ
た
め
の
鉄
製
の

紡
錘
車
、

灯
明
に
利
用
し
た
と
み
ら
れ
る

油
の
付
着
し
た
須
恵
器
の
堺
、

墨
で

「大
」

。
「
井
」
・
「
オ
」

の
文
字
が
土
師
器
の
杯

と
須
恵
器
の
界
に
書
か
れ
た
墨
書
土
器
な

ど
が
出
上
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
９
世

紀
の
前
半
か
ら
中
頃
の
も
の
で
し
た
。

今
回
の
調
査
に
よ

っ
て
こ
の
地
域
の
古

代
集
落
の
新
た
な
資
料
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の

資
料
を
整
理

・
分
析
し
、

よ
り
詳
細
な
地

域
史
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（竹
花
宏
之
主
任
調
査
研
究
員
）

▲平安時代竪穴住居跡群

須恵器杯 「大」

須恵器杯灯明具

須恵器杯 「井」
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口
　
　
　
一

大
名
屋
敷

の
ゴ

ミ

港
区
六
本
木
の
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所

・
物
性
研
究
所
跡
地
に
位
置
す
る
宇

和
島
藩
伊
達
家
屋
敷
跡
遺
跡
は
、

明
暦
元

（天
五
こ
年
か
ら
伊
予
宇
和
島
藩
１０
万
石
の

中
屋
敷
と
し
て
、

天
和
元
企
一父
こ
年
か
ら

は
上
屋
敷
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

発
掘
調
査
で
は
屋
敷
に
伴
う
地
下
室
や

井
戸
、

石
組
の
遺
構
な
ど
が
多
数
検
出
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
こ
の
遺
跡
の
特

色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、

い
わ
ゆ
る

「ゴ
ミ
穴
」

が
多
数
検
出
さ
れ
た
こ
と

で
す
。

ゴ
ミ
穴
と
は
、

当
時

の

生
活

で
不
要
に
な

っ
た
も

の
を
ま
と
め
て
捨

て
た
穴

で
す
が
、
１
×
２

ｍ
程
度

か
ら
、

大
き
な
も
の
で
は

一
辺
２０

ｍ
、

深
さ
４

ｍ
に

な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
穴
に
は
、

割
れ
て
不
要
に
な
っ

た
碗
や
皿
な
ど
を
は
じ
め
、

当
時
の
食
卓

を
に
ぎ
わ
し
た
食
材
の
食
べ
か
す
、

焼
け

て
不
要
に
な

っ
た
屋
根
瓦
な
ど
、

様
々
な

も
の
が
投
げ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
遺
跡
か
ら
は
総
数
で
１３
万
点
を
超
え

る
大
量
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
多
く
は

「
ゴ
ミ
穴
」
か
ら
出
土

し
て
お
り
、

い
か
に
多
く
の
も
の
が
捨
て

ら
れ
た
か
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、

何
で
も
か
ん
で

も
捨
て
て
し
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、

中
に
は
割
れ
た
茶
碗
を

「焼
継
ぎ
」

と
い
う
技
術
で
修
復
し
て
い
る
も
の
や
、

壊
れ
た
も
の
を
全
く
別
の
用
途
に
転
用
し

て
再
利
用
し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。

現
代
と
変
わ
り
な
く
、

江
戸
の
世
で
も

ゴ
ミ
処
理
は
大
き
な
問
題
で
あ

っ
た
よ
う

で
す
。
こ
こ
宇
和
島
藩
邸
で
も
、
日
々
の

生
活
、

あ
る
い
は
災
害
な
ど
で
大
量
に
発

生
し
た
ゴ
ミ
の
片
づ
け
に
、

大
い
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（西
山
博
章
調
査
研
究
員
）
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焼継ぎによって修理さ

れた茶碗 (白い部分)

大江戸掘り帖～二十五～

寵轟替酸捻
簾!藤が手f醒

ごみ穴の断面 (写真右側)

木
製
品
の
保
存
処
理
に
つ
い
て

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
で
出
土
す
る
木
製

品
が
土
中
に
残
る
の
は
、

常
に
水
漬
け
状

態

（水
浸
出
土
木
材
）
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
、

乾
燥
し
た
り
湿

っ
た
り
す
る
環
境

で
は
、

微
生
物
や
そ
の
他
の
要
因
で
腐
食

し
、

消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
般
に
水
浸
出
土
木
材
は
、

木
材
中
に

３００
～
７００
％
近
く
の
水
分
を
含
む
こ
と
で
形

を
保

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
自
然
乾
燥

す
る
と
木
材
中
の
水
分
が
急
速
に
蒸
発
す

る
た
め
、

収
縮
し
変
形
し
て
し
ま
い
ま
す
。

従

っ
て
調
査
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
、

す
み

や
か
に
木
材
を
取
り
上
げ
、

水
道
水
を
入

れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
封
し
仮
保
管
を
し

ま
す
。
こ
の
方
法
は
、

岡
田
文
男
氏
が
考

案
し
た
も
の
で
、

従
来
の
水
槽
に
入
れ
て

保
管
す
る
方
法
に
比
べ
、

水
替
え
作
業
が

必
要
な
く
、

持
ち
歩
き
や
、

袋
の
表
面
か

ら
観
察
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

次

に
保
存
処
理
方
法

で
は
、

ポ

リ

エ
チ

レ
ン
グ

リ

コ
ー

ル

（Ｐ
Ｅ
Ｇ
‐４０００
）
ゃ
高
級
ア
ル
コ
ー

ル
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、

最
近

で
は
糖

ア
ル
コ
ー
ル
の

一
種
、

ラ
ク
チ
ト
ー
ル
を
用
い
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、

ポ
リ

エ
チ
レ
ン

グ
リ
コ
ー
ル
の
保
存
処
理
方
法
を
紹
介
し

ま
す
。
ツし
の
Ｐ
Ｅ
Ｇ
‥４０００
は
、

エ
ー
テ
ル
基
の

親
水
性
で
、

水
に
よ
く
溶
け
る
性
質
が
あ

り
、

中
性
洗
剤
や
化
粧
品
の
可
塑
剤
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

比
重
は
１
・
１９
と
水
よ
り

重
く
、

常
温
で
は
乳
白
色
の
ロ
ウ
状
団
体

で
あ
り
、

水
温
５５
℃
前
後
で
液
体
に
な
り

ま
す
。
こ
の
水
に
溶
け
る
性
質
と
常
温
で

は
固
ま
る
性
質
を
利
用
し
た
の
が
、
Ｐ
Ｅ

Ｇ
‐４００
を
使
用
し
た
保
存
処
理
方
法
で
す
。

通
常
は
水
温
約
６０
℃
の
含
浸
装
置
に
水

浸
出
土
木
材
を
入
れ
、

約
２０
％
の
Ｐ
Ｅ
Ｇ

溶
液
か
ら
は
じ
め
、

４０
。
６０
．
８０
％
と
濃
度

を
あ
げ
、

約

一
年
間
で
‐００
％
に
し
て
木
材

中

の
水
分
と
Ｐ
Ｅ
Ｇ
‐４００
が
置
換
さ
れ
た

段
階
で
取
り
出
し
作
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。

次
回
は
、

当
セ
ン
タ
ー
の
処
理
方
法
を

紹
介
し
ま
す
。

（上
條
朝
宏
主
任
調
査
研
究
員
）

ビニール袋に密閉 した状態

PEG含 浸装置
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平成lt年蒼 お 瀬 |ま及1事業 の ご 案 内
行 事  名 内      容日    日 寺

7/12(土 )13:30～ 16:00 第 1回 文化財講演会
演題 「東アジアの上器の始まりJ

講師 大 貫静夫 (東京大学文学部)

7/26(土 )
10:00-11:00

13i30-14:30
明説一不展 会

展示解説、実物の上器 ・石器にお、れるなど

参加自由

9:15-16:00

9 : 1 5～1 6 : 0 0  縄 文 土 器 作

9:15-16:00

り

縄文土器製作と野焼きを全 3日 間で 参 加費1,000円

教 室  小 学 5。 6年生 (保護者同伴)-15組 、一般-20名

*7/10必着 (多数の場合は抽選)

7/31

8 / 1

8/23

木

金

上

午前 小 学生と保護者対象 20組

午後 一 般対象 30名
*7/24必着 (多数の場合は抽選)

参加費400円/人8/9(土 )
10:00-12:00

14:00-16:00
室教り作玉勾

9/10(水 ) 13:30～16:00 第 2回 文化財講演会
演題 「縄文土器の起源」

講師 可 児通宏 (東京都教育委員会)

10/11(土 ) 13:30～16:00 第 3回 文化財講演会
演題 「アフリカ大陸の上器の始まり」

講師 高 宮いづみ (近畿大学文芸学部)

「とうきょう親子お、れあいキャンペーン」

10/25(土 )10:00～ 12:00 勾 玉 作 り 教 室  小 学生と保護者対象 20組     参 加費400円/人
*10/9必着 (多数の場合は抽選)

「とうきょう親子は、れあいキャンペーン」

小学生と保護者対象 20組  参 加費500円/組 (2名 )
*10/9必着 (多数の場合は抽選)

10/25(土 ) 13100～16:00 袴夢i追篠躍高塚裏垂

「江戸遺跡から学ぶ」

講師は当センター調査研究員

当日先着120名 無 料
影招樹 蜘～脚
11/26(水)

江 戸 開 府 4 0 0年記 念

文 化  財  講  座

(第 1回 ～第 4回 )

12/20(土 )
10:00-11:00

13:30-14:30

展示解説、実物の上器 ・石器にお、れるなど

参加自由
明説一不展

11/30(土 ) 13:30～16:00 第 4回 文化財講演会
演題 「前田耕地遺跡と同 じ頃の西アジア」

講師 西 秋良宏 (東京大学総合研究博物館)

1/15(水 ) 13:30～16:00 第 5回 文化財講演会
演題 「多摩丘陵の後期旧石器時代遺跡の成 り立ち」

講師 比 田井民子 (当センター主任調査研究員)

2/12(水 ) 13:30～16:00 第 6回 文化財講演会
演題 「多摩ニュータウンの石器一縄文時代を中心に一」

講師 原 川雄二 (当センター主任調査研究員)

展示解説、実物の上器 ・石器にお、れるなど

参加自由
3/27(水 )

10:00-11:00

13:30-14:30
会明説一不展

5館全てのスタンプを集めると記念品贈呈

(シートは各館で配布)
通年行事

多摩センターすたんぷラリー

(多摩センター駅周辺公共施設 5館)

平成15年度常設展示 ・企画展示 「縄文草創期の世界一前田耕地遺跡を中心に一」

土器の野焼き

終了行事  勾 玉作り教室

映画鑑賞会

5/10

6/14

6/21

土

土

土

土

土

→ 見学者9 1名
→ 参加者5 3名
→ 参加者7 8名

展示説明会   5/31

火おこし体験等 6/14

参加者22名

参加者47名

一
　
　
　
一

平
成
１５
年
度
は
、

常
設
展
示

『
多
摩
の

三
万
年
を
訪
ね
て
』
・
企
画
展
示

『
縄
文

草
創
期
の
世
界

・
前
田
耕
地
遺
跡
を
中
心

に
―
』
の
テ
ー
マ
で
行

っ
て
お
り
ま
す
。

前
田
耕
地
遺
跡
は
平
成
２
年
度
に
国
の

重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

今

回
は
多
数
の
槍
先
形
尖
頭
器
や
接
合
資
料

な
ど
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
普
及
事
業
で
は
新
規
事
業
と
し
て

年
に
３
回
勾
玉
作
り
教
室
を
、

江
戸
開
府

４００
年

の
記
念
事
業
と
し
て
文
化
財
講
座

「
江
戸
遺
跡
か
ら
学
ぶ
」
を
１１
月
に
４
週

連
続
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た

「多
摩
セ
ン
タ
ー
す
た
ん
ぷ
ラ
リ
ー
」

も
実
施
し
て
お
り
、

多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

たまのよこやま 58

現地説 明会 『新宿六丁 目遺跡」

日時 :9月 13日(土)12:00～ 15:00

場所 :新宿区新宿6-27-7(新 宿文化センター前)

交通 :都営新宿線 ・営団地下鉄 「新宿三丁目」駅C-7よ

り徒歩10分、大江戸線 「東新宿」駅より徒歩 5分

*お 車でのご来場はご遠慮ください。

【小雨決行 ・雨天中止】

[巻頭写真解説] 出 雲広瀬藩松平家下屋敷の上坑出±。土瓶 1・

水滴 2・碗 2と いう組み合わせから、煎茶に関わる陶器でしょ

うか。時期は江戸時代後期です。
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当
セ
ン
タ
ー
よ
り
次
の
２
名
が
内
定
し

ま
し
た
。

及
川
良
彦
主
任
調
査
研
究
員

「考
古
学

か
ら
見
た
平
地
住
居
―
弥
生
時
代
の
多
様

な
建
物
跡
か
ら
な
る
集
落
の
構
造
に
つ
い

て
―
」

竹
尾
進
主
任
調
査
研
究
員
「江
戸
遺
跡
に

お
け
る
銭
貨
の
セ
ッ
ト
に
よ
る
年
代
決
定
」

(写真撮影 星 野 薫)




